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平成28年の勤務間インターバルの状況（３～５ページ参照） 

○ 「14時間以上 15時間未満」の人が 21.7％と最も多い 

○ 「11時間未満」の人は 10.4％ 

○ 「教員」では「11時間未満」の人が 26.3％と多く，ホワイトカラー労働者全体の約

2.5 倍の割合 

 

５年前と比較した勤務間インターバルの状況（６，７ページ参照）
 

 ○ 「11時間未満」の割合は 0.4ポイント上昇 

 ○ 「教員」では「11 時間未満」の割合が 8.1ポイント上昇 

 

 
 

 

 

平成 30年７月 10日 
 
 
 
 
 
 
 

 

政府は，働き方改革の実現のため，長時間労働の是正に取り組んでいます。このような中で，

過重労働の防止及び長時間労働の抑制に有効であると考えられる勤務間インターバル注１）の導入

について，関心が高まっています。そこで総務省統計局では，平成23年及び平成28年社会生活基

本調査のミクロデータから，ホワイトカラー労働者注２）について，勤務間インターバルを推計し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）ここでいう「勤務間インターバル」とは，勤務と次の勤務との間隔のことをいう。推計方法については，８

ページ参照。 

注２）ここでいう「ホワイトカラー労働者」とは，職業大分類が「管理的職業従事者」，「専門的・技術的職業従事

者」，「事務従事者」及び「販売従事者」の者をいう。また，極端に短い勤務間インターバルや長い勤務間イ

ンターバルが見られる交替制勤務や短時間勤務の者等を除いている。 

 

要  約 

統計トピックスＮｏ．112 

我が国における勤務間インターバルの状況 

－ホワイトカラー労働者について－ 

（社会生活基本調査の結果から） 



2 
 

１ 勤務間インターバルとは 

本稿での「勤務間インターバル」とは，勤務と次の勤務との間隔のことを指します。例え

ば，１時間の休憩時間を挟む９時から 18 時までの８時間勤務の場合，就業終了の 18 時から

翌日の就業開始の９時までの 15時間が勤務間インターバルとなります。 

ＥＵでは，労働時間指令により，労働者の健康と安全確保の観点から，24時間につき最低

連続 11 時間の休息時間（勤務と勤務の間隔）を付与することが義務付けられています。長時

間労働に関する一つの判断水準となる月 80時間の残業時間を１営業日当たりで考えると，お

よそ４時間の残業となります。仮に，通常は上述の例のように９時から 18時までの８時間勤

務の人が４時間の残業をした場合を考えると，22時まで勤務することとなり，勤務間インタ

ーバルは翌朝９時までの 11時間となります。（図１） 

図１ 勤務間インターバルのイメージ 

＜通常勤務の場合＞ 
  

 

 

 

 

 

 

＜残業を４時間した場合＞ 
 

 

  

就業開始 就業終了 

勤務間インターバル（15時間） 

就業開始 就業終了 
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就業開始 就業終了 

勤務間インターバル（11時間） 

就業開始 就業終了 

休憩時間 休憩時間 
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２ 平成28年の勤務間インターバルの状況 

 

 

ホワイトカラー労働者について，平成 

28 年の勤務間インターバルの状況をみる 

と，「14 時間以上 15 時間未満」の人が 

最も多く，次いで「15 時間以上 16 時間 

未満」，「13 時間以上 14 時間未満」の 

順となっており，勤務間インターバルが 

「13時間以上 16時間未満」の人が 57.7 

％となっています。 

一方，短時間の勤務間インターバルも 

みられ，「11 時間未満」の人は 10.4％ 

となっています。（図２） 

 

 

 

 

男女別にみると，男性は「14 時間以上 15 時間未満」の人が最も多く，次いで「13 時間以

上 14 時間未満」，「12 時間以上 13 時間未満」の順になっています。「11 時間未満」の割合は

14.3％となっています。 

一方，女性は「15 時間以上 16 時間未満」と「14 時間以上 15 時間未満」に集中しており，

この２階級で 49.9％と約半数を占めています。男性では同階級の割合が 33.2％であることと

対照的です。また，「11時間未満」の割合は 4.8％と男性に比べて低くなっています。（図３） 

図３ 男女別にみた勤務間インターバルの分布（平成 28 年） 

男性                     女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

「14時間以上15時間未満」の人が21.7％と最も多い。一方，「11時間未

満」の人は10.4％ 

「11時間未満」の人は，男性は女性の約３倍の割合 

図２ ホワイトカラー労働者の勤務間 

インターバルの分布（平成 28年） 
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職業大分類別にみると，「管理的職業従事者」と「事務従事者」で勤務間インターバルの分

布が一定の階級に集中しているのが特徴的です。「事務従事者」では，「14時間以上 15時間未

満」が 25.7％，「15時間以上 16時間未満」が 23.8％と，この２階級に集中しており，全体の

約半数を占めています。 

他方，「専門的・技術的職業従事者」と「販売従事者」では，勤務間インターバルが短い階

級にも広く分布しています。「専門的・技術的職業従事者」では，「10時間以上 11時間未満」

の割合が他の職業分類に比べて高く，その結果，「11 時間未満」の人は 14.8％となっていま

す。（図４） 

「専門的・技術的職業従事者」を職業中分類別にみると，「教員」では，「11時間未満」の

割合は 26.3％と他の職業に比べて著しく高く，その割合はホワイトカラー労働者全体につい

てみた場合（10.4％）の約 2.5倍となっています。（図５） 

図４ 職業大分類別にみた勤務間インターバルの分布（平成 28年） 

管理的職業従事者             専門的・技術的職業従事者 

 

 

  

 

 

 

 

事務従事者                   販売従事者 

 

 

   

 

 

 

「11時間未満」の人は，教員では４人に１人 
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図５ 職業中分類別にみた勤務間インターバルの分布（専門的・技術的職業従事者） 

（平成 28年） 

技術者                   保健医療従事者 

 

 

  

 

 

 

 

教員              その他の専門的・技術的職業従事者 
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平成23年 平成28年 平成23年 平成28年 平成23年 平成28年

　15～24歳 8.6 6.0 15.2 8.9 4.6 4.1

　25～34 8.9 12.7 14.1 18.7 3.6 6.0

25～29 7.8 13.7 12.4 20.8 3.9 7.2

30～34 9.9 11.5 15.5 16.6 3.4 4.3

　35～44 13.1 11.3 17.6 16.4 4.5 3.4

　45～54 10.3 11.3 13.6 15.0 5.1 5.5

　55～64 6.4 6.5 6.3 8.1 6.7 3.2

　65歳以上 3.2 5.9 * * * *

男女計 男 女

平成23年 平成28年 平成23年 平成28年 平成23年 平成28年

11時間未満 10.0 10.4 13.6 14.3 4.6 4.8

11時間以上
12時間未満

8.3 8.2 11.9 10.9 3.1 4.3

12～13 12.4 13.6 15.9 16.9 7.3 8.9

13～14 16.8 17.7 18.7 18.8 13.9 16.1

14～15 23.9 21.7 20.3 20.4 29.2 23.6

15～16 19.2 18.3 13.0 12.8 28.3 26.3

16～17 4.1 4.0 2.5 1.9 6.4 7.1

17～18 1.9 1.9 1.4 1.2 2.5 3.0

18時間以上 3.5 4.1 2.7 2.9 4.7 5.9

男女計 男 女

３ ５年前と比較した勤務間インターバルの状況 

 

 
 

ホワイトカラー労働者について，勤務間インターバルの状況を５年前（平成 23年）と比較

すると，割合の最も高い「14時間以上 15時間未満」は平成 23年の 23.9％から 2.2ポイント

の低下となりました。一方，「11時間未満」の割合は平成 23年の 10.0％から 0.4ポイントの

上昇となりました。 

男女別にみると，「11時間未満」の割合は，男性で 0.7 ポイントの上昇，女性で 0.2ポイン

トの上昇となっています。また，女性の「14時間以上 15時間未満」の割合が大きく低下して

いるのが特徴的です。（表１） 

さらに，勤務間インターバルが「11時間未満」の割合を年齢階級別にみると，男女とも「25

～34歳」の若年層での上昇が目立ち，特に「25～29歳」で大きく上昇しています。（表２） 
 

表１ 勤務間インターバル階級ごとの人数の割合（％） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

表２ 年齢階級別勤務間インターバルが 11時間未満の人数の割合（％） 

 
 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

※「＊」は分析に使用したデータ数が 100 未満のもので，結果精度の観点から表章していない箇所である。 

「11時間未満」の割合は，５年前に比べてわずかに上昇 
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平成23年 平成28年 平成23年 平成28年 平成23年 平成28年

9.1 8.2 9.6 8.5 * *

13.4 14.8 15.7 17.6 9.4 11.1

技術者 15.5 15.1 14.4 15.6 * *

保健医療
従事者

8.1 8.0 14.2 10.2 4.4 6.9

教員 18.2 26.3 21.2 28.0 14.0 24.1

その他 10.2 10.0 13.8 15.6 6.4 5.7

5.9 6.8 9.8 12.4 2.3 1.2

一般事務
従事者

6.2 7.0 10.2 12.5 2.3 1.2

会計事務
従事者

3.8 3.4 5.5 7.3 2.8 1.1

その他 6.9 9.0 11.8 15.5 1.8 1.3

13.7 11.3 16.7 13.9 5.1 3.9

商品販売
従事者

12.4 6.8 18.8 10.2 3.9 2.7

販売類似
職業従事者

* * * * * *

営業職業
従事者

15.2 14.0 16.1 15.1 8.8 6.5

事務従事者

販売従事者

男女計 男 女

管理的
職業従事者

専門的・技術的
職業従事者

 

 
 

勤務間インターバルが「11時間未満」の割合を職業別にみると，「教員」の勤務時間が増加

する中 注３），男女とも「教員」で大幅に上昇しています。特に女性は 10.1ポイントの上昇と，

男性よりも上昇幅が大きく，５年間で男女の差が縮小しています。（表３） 
 

表３ 職業別勤務間インターバルが 11時間未満の人数の割合（％） 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「＊」は分析に使用したデータ数が 100 未満のもので，結果精度の観点から表章していない箇所である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注３）平成28年度の「教員」の１週間当たりの勤務時間について，職種別に平成18年度と比較すると，いずれの職

種でも勤務時間が増加している。 

   「教員勤務実態調査（平成28年度）の集計（速報値）について」（平成29年４月28日 文部科学省初等中等教

育局） 

   http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/04/__icsFiles/afieldfile/2017/04/28/1385174_002.pdf 

 

「11時間未満」の割合は，「教員」で大幅に上昇 
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11時間未満
11時間以上
12時間未満

12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18時間以上

ホワイトカラー労働者 10.4 8.2 13.6 17.7 21.7 18.3 4.0 1.9 4.1
管理的職業従事者 8.2 11.1 19.5 20.0 21.8 16.0 1.6 0.3 1.5
専門的・技術的職業従事者 14.8 8.1 15.2 20.2 19.2 14.1 2.8 1.3 4.3

技術者 15.1 9.4 18.8 22.8 18.4 12.0 1.6 0.6 1.3
保健医療従事者 8.0 6.2 12.2 19.4 24.3 15.8 3.5 2.0 8.7
教員 26.3 12.6 16.5 18.7 11.4 7.9 1.2 1.5 3.8
その他の専門的・技術的職業従事者 10.0 3.2 12.0 18.9 23.0 22.3 5.6 1.4 3.6

事務従事者 6.8 7.2 10.9 15.0 25.7 23.8 4.5 2.2 3.9
販売従事者 11.3 10.1 16.1 19.2 17.4 13.9 5.1 2.5 4.5

11時間未満
11時間以上
12時間未満

12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18時間以上

ホワイトカラー労働者 10.0 8.3 12.4 16.8 23.9 19.2 4.1 1.9 3.5
管理的職業従事者 9.1 12.3 9.7 22.6 30.9 8.9 3.4 1.3 1.8
専門的・技術的職業従事者 13.4 9.5 12.8 18.6 21.9 15.0 3.3 1.2 4.3

技術者 15.5 14.5 15.6 20.0 19.1 9.7 2.4 0.7 2.5
保健医療従事者 8.1 6.2 7.1 19.7 26.4 16.7 4.8 1.3 9.8
教員 18.2 10.8 17.9 17.1 19.4 10.6 2.2 1.1 2.8
その他の専門的・技術的職業従事者 10.2 3.1 8.7 16.5 24.5 27.6 4.6 1.9 2.7

事務従事者 5.9 6.0 10.5 14.3 28.2 25.8 4.2 2.4 2.9
販売従事者 13.7 11.0 16.0 18.7 17.5 12.6 4.8 1.8 3.9

 

＜使用した数値について＞ 

○ 本文及び図表で使用した数値は，平成 23 年及び平成 28 年社会生活基本調査のミクロデー

タを使用し，総務省統計局が集計した。なお，本稿で用いた勤務間インターバルの推計方法  

については，以下のとおり。  
 「ホワイトカラー労働者」について 
  本稿でいう「ホワイトカラー労働者」とは，次の要件のすべてを満たす者 

●ふだん仕事をしている者（有業者） 
●職業大分類が「管理的職業従事者」，「専門的・技術的職業従事者」，「事務従事者」及び「販

売従事者」の者 
●勤務形態で「フルタイム・始業時間固定」と回答した者 注４） 
●二日間とも，「仕事」という行動が記録されている者 
●二日間の両方の日又はどちらかの日で，この日が「休みの日」と回答していない者 

  「勤務間インターバル」の算出方法 
行動時間の時間区分において，「仕事」と回答した時間と次の「仕事」の間の時間で，かつ

「睡眠」があるものを休息時間とし，この休息時間を「勤務間インターバル」とした。なお，

複数の休息時間がある者については，便宜上，二日間で最も長い休息時間を「勤務間インタ

ーバル」とした。 

 
表 勤務間インターバル階級ごとの人数の割合（％） 

 

平成 23 年 

 
 
 
   
  

 
平成 28 年 

  
 
 
   
  
 

 
 

注４）連続二日間の行動から勤務間インターバルを推計するため，極端に短い勤務間インターバルや長い勤務間イ

ンターバルが見られる短時間勤務及びフレックスタイムや交替制勤務などの始業時間が固定されていない

者を除いた。 

 

＊ 
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技術者
保健医療
従事者

教員

その他の
専門的・

技術的職業
従事者

平成23年 8325 206 2503 646 735 650 472 3337 2279

平成28年 8034 182 2651 616 787 692 556 3257 1944

ホワイト
カラー
労働者

専門的・
技術的職業

従事者

管理的職業
従事者

販売従事者事務従事者

例

管理的職業従事者 管理的公務員、会社部長・課長、支店長

専門的・技術的職業従事者

技術者
機械技術者、化学技術者、建築技術者、
システムコンサルタント・設計者、ソフトウェア作成者

保健医療従事者
医師、薬剤師、助産師、看護師、臨床検査技師、
理学療法士、作業療法士、栄養士

教員
幼稚園教員、小学校教員、中学校教員、
高等学校教員、特別支援学校教員、大学教員

その他の専門的・技術的職業従事者
研究者、社会福祉専門職業従事者、記者、編集者、
デザイナー、写真家、音楽家・舞台芸術家

事務従事者

一般事務従事者 庶務・人事事務員、受付・案内事務員、電話応接事務員

会計事務従事者 会計事務員、経理事務員、銀行窓口事務員

その他の事務従事者 生産管理事務員、集金人、調査員

販売従事者

商品販売従事者 小売店主・店長、卸売店主・店長、販売員

販売類似職業従事者 不動産仲介・売買人、保険代理・仲立人（ブローカー）

営業職業従事者 医薬品営業部員、銀行外務員、不動産セールス員

 

＜参考１＞ 本稿の分析対象のサンプルサイズ 

 
 
   
   
 
 
 

＜参考２＞ 社会生活基本調査の職業分類（本稿の分析対象の抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
               

＊勤務間インターバルの推計方法については，研究段階のものであり，今後変更の可能性がある。

また，「我が国における勤務間インターバルの状況～平成 23 年社会生活基本調査の結果から～」

（平成 29年７月４日公表）の推計方法とは異なり，結果が一致しない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【問合せ先】 

  総務省 統計局 統計調査部 国勢統計課 労働力人口統計室 研究分析係 
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